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特に中国ではNEV (New Energy Vehicle) としてBEV+PHEVをほぼ同列に扱っている。 したがって統計の数値も
合算されて出ることが多い。

欧州の場合はBEVとPHEVは統計上も税制優遇上も分かれているが、PLUG-IN車として呼ばれることもある。

米国ではゼロエミッション車（Zero Emmision Vehicle) としてZEVと呼ばれる。 その場合にはFCEVもこの中に入る。

日本はこれらすべてを電動車として扱い、2050年までに電動車１００％といっている。

１． BEV バッテリー EV
２． PHEV プラグインハイブリッドEV
３． FCEV 燃料電池EV
４． HEV ハイブリッドEV （欧米中国ではEVの仲間ではない）

EVの種類



世界におけるEVの現状

• 日本以外の国（特に中国、欧州、韓国）はCAFÉ規制とNEV台数目標で規制、補助
金などの種々の優遇税制で2020年以降急激にEV台数を増やしている

• 日本は「電動車」と言葉を濁して、HEVを2050年まで続ける様相で、BEVの普及に
関してはガラパゴス化することは必然

• これをチャンスに外国メーカーEVの波が日本に押し寄せ、外車比率が高まることが
予想される

• 2023年を皮切りに中国、韓国のEV車が日本に輸入される。 安さで勝負すると思
われるので、どのように市場を守れるのか政策が必要

以下は説明資料 世界市場におけるEV販売台数の推移
企業グループ別EV販売台数 （2021）
2021年のメーカー別EV販売台数
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企業グループ別EV販売台数 2021年



PSA, Fiat, Chrysler

Renault,Nissan, Mitsubishi

VW, AUDI, Porshe
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2021年のメーカー別のEV販売台数 （全世界）

上海汽車集団

広州汽車集団

長城汽車集団

宏光MiniEV +α



欧州カー・オブ・ザ・イヤー 2022

現代 アイオニック ５ルノー メガーヌEテック エレクトリック起亜 EV 6

シュコダ エンヤックi V フォード マスタング マッハ-E
プジョー308

1位 2位 3位

4位 5位 6位

上位6車種のうち5つがBEV 韓国車が2車種、 4位のプジョー308のみガソリン車


